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小児 に 対す る麻黄附子細辛湯 の 長期投与
に つ い て

香杏舎 ヒガサ ク リニ
ッ ク

○ 日笠 穣 、 日笠 譲

【目的】 1990年の本学会で 、 麻黄附子細辛湯が証に関係 な くア レ ル ギ ー
性鼻炎や

風邪の 鼻症状に有効で あり、 即効性の あるこ とを報告 した。 麻黄附子細辛湯 は、

ア レ ル ギー性鼻炎の 治療に広 く使われてお り有効性に つ い て の 論文 も多い
。 だが

い ずれ の論文 も 3 日か ら4 週間まで の投与で あり、 長期投与 した場合の副作用 や

問題点に っ いて の報告はな い
。

こ の 方剤は冷えの ある寒証 に 使 うもの で あ る とさ

れてお り、 方剤中に附子を含むため
、 陰虚 、 熱証の 患者に 投与す るの は禁忌 と さ

れて い る。 今回、 小児に40週以上に わた っ て 麻黄附子細辛湯を投与 した 3 例を も

とに 、 麻黄附子細辛湯の 長期投与の安全性 、 副作用 、 適応体質 に っ いて報告す る。

【対象と結果】症例 1 は 7才女 子 。 気管支喘息治療の た め に麻黄附子細辛湯を 1

日 4 カプ セ ル
、 58週にわた っ て 投与。 症例 2 と症例 3 はア レ ル ギー性鼻炎の 6才

と 9才 の 男子 。 麻黄附子 細辛湯 2 カ プ セ ル と 4 カプ セ ル を そ れぞ れ 45 週 と

40週 に わた っ て投与 した 。 3症例 ともに喘息発作や鼻症状は消失 し、 鼻血 、
の ぼ

せ 、 不眠 、 胃腸障害な どの 副作用 もな く、 現在まで成長障害もみ られて い ない
。

【考察】方剤中の 麻黄は 、 高血圧、 不眠をお こ し、 附子は高血圧を起 こす こ とが あ

る。 特に附子は熱証体質に は禁忌とされて い るため基本的に熱証の 小児 に使用す る

場合に不安を感 じる 。 麻黄附子細辛湯はその 処方構成か ら考えて長期投与を避 ける

の が望ま しく、 症状が消失すれ ば、 他の方剤に切り替え るべ きで ある 。 だが カ プセ

ル 製剤の ため服用 しやす く、 小児の 場合に は長期投与にな りが ちで ある 。

　副作用 は胃腸障害 、 不眠 、 動悸 、 口渇な どが知 られて い る。 今ま で に数十万

カ プ セ ル を使用 して きた経験 で は
、 大人 、 子供と もに重篤な副作用 は な く 、 40

才の 女性で心室性不整脈が ある患者で 不整脈が増加す る傾向がみ られ たた め使

用を 中止 したケ ース が 1例あ っ たの み で あ っ た 。

【結論】麻黄附子細辛湯の 使用に 際 して は
、 小量か ら始め不眠 、 動悸 な ど の 症

状に注意 しな炉ら投与すれば、 小児で あ っ て も比較 的安 全 に 長期投与 で き る可

能性が示唆され た。
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